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手肌と地球にやさしい ヤシノミ洗剤 Since 1971

1991年ステンドグラス・デザイン



写真提供：BCTジャパン
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日本の高度成長を支
えた

石鹸液容器

１９５２年（昭和２７年）創業
手洗いで始まったサラヤの仕事



2009年4月29日

WHO（世界保健機構）

新型インフルエンザ

パンデミック宣言



http://handwashing.jp/
http://handwashing.jp/


東アフリカ共同体（EAC）

• 東アフリカ共同体（East African Community：EAC）

• 加盟国 ：ケニア、タンザニア、ウガンダ、ルワンダ、ブルンジ、南スーダン
• 面積 ：182万平方キロ
• 人口 ：約1.4億人
• GDP(名目)：約850億米ドル
• 歴史 ：1999年11月 EAC設立条約締結
2000年 7月 発効
2005年 1月 関税同盟発足
2016年 3月 南スーダン加盟
今後の展望 通貨同盟、共同市場

政治連合、etc…



子どもたちの命を守る手洗いを、世界に広めたい。

対象衛生商品の売上の１％で、
アフリカ・ウガンダでのユニセフの手洗い普及活動を支援します。

２０１０年 「ＳＡＲＡＹＡ １００万人の手洗いプロジェクト」 始動









アルコール製造に豊富な原料

"Global Status Report on Alcohol 2004“ (WHO)



アルコール手指消毒剤(ABHR)

アルコール手指消毒剤

＝Alcohol Based Hand Rubs (ABHR)
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Saraya East Africa Co., Ltd.

設立：2011年5月11日

所在地：ウガンダ・カンパラ

従業員：5名

P.O. Box 23740, Kampala, Uganda

Phone: +256-312-72-72-92

E-mail: info@saraya-eastafrica.com



サラヤのウガンダ衛生事業
対象 ツール スタンス 備考

小学校、地域
コミュニティーを
中心とした

BOP層

石けん（ティ
ピィータップ）に
よる一般手洗
いの普及

衛生概念の

啓発

ウガンダでHWキャ
ンペーンを展開する
ユニセフへの寄付と
その活動のモニタリ
ング

日本国内では「100

万人の手洗いプロ
ジェクト（CRM)

現在、4000人以上

Hand Washing

Ambassador

が活動展開

医療機関、特に
公立医療機関を
利用するBOP層

アルコール手
指消毒薬によ
る衛生手洗い
の普及

事前の教育啓発活
動により、充分需要
喚起した上での現
地製造・販売ビジネ
スモデルのFS

衛生インストラク
ターに
よる教育、研修、モ
ニタリング、フィード
バック・サイクルの
導入

JICA 5Sプロジェク
トとの連携

上記、2つのプロジェクト活動トータルで、当地の衛生環境改善をすすめ、引いてはミレニアム開発
目標にもあげられている、乳幼児死亡率の低減に貢献したい。

ＪＩＣＡ ５Ｓ＝Ｓｏｒｔ，Ｓｅｔ，Ｓｈｉｎｅ，Ｓｔａｎｄａｒｄｉｚｅ，Ｓｕｓｔａｉｎ





アルコール手指消毒剤の導入 FS

1 L スプレーポンプ

40mL携帯ボトル

ディスペンサー



プロジェクト成果

•WHO Global HealthWorkforce Award 受賞

http://www.who.int/workforcealliance/forum/2013/3gf_awardstory/en/


2014年3月7日



2017：ウガンダでマールブルグ感染症発生
SARAYA アルコール消毒剤が緊急配備

2017：継続して南スーダン難民がウガンダ
北部地区へ大量避難。
集団生活の中での「衛生」の確保が課題
SARAYAとPeaceWindsJapanで「正しい
手洗い」現場指導

../UGANDA/SEAウガンダ会社資料/170806北條さんから/Bidibidi settlement.mp4
../UGANDA/SEAウガンダ会社資料/170806北條さんから/Bidibidi settlement.mp4




2018 ウガンダ日本料理店 開店
By Cots Cots Limited

-26-
© Cots Cots All rights reserved



平成30年度 アフリカ等のフードバリューチェーン
課題解決型市場開拓事業

（農林水産省）



$3/ kg

$20/ kg

Value
added

Hygienic

Food Vale Chain Project with MAFF



LINE
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Cots Cots Ltd./ Yamasen



1.全ての場所における、あらゆる形態
の貧困の解消

9. 強靭なインフラを整備し、包摂的で
持続可能な産業化を推進するとともに、
技術革新の拡大を図る

10. 国内及び国家間の格差を是正する

MAFFプロジェクト



LINE
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Connect Through Life

Lactoferrin Lab.  Safe Motherhood  Project

Lactoferrin Lab. Safe Motherhood project at RHU clinics in Uganda  2018

https://lactoferrin-lab.jp/index.html
https://lactoferrin-lab.jp/index.html
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Donors: Gov’t of Japan & Saraya Co., Ltd. 

Partners: 

RHU

Saraya Co., Ltd. 

Saraya Manufacturing Uganda (SMU)

JOICFP

IPPF

Total Budget: 

UGX 594 million (USD 165K)

(JTF: 75%, Saraya: 25%) 

Duration: 2 Years (May 2018 - April 2020)

Target Districts: 

Luwero, Lira, Apac, Gulu, Kabale, Mbarara, 

Kabarole, Mityana, Bushenyi, Hoima, Arua, Mbale,

Kapchorwa, Tororo, Iganga, Kampala

Target facilities:

18 RHU clinics

16 public health facilities 

22 private health facilities

Lactoferrin Lab. Safe Motherhood project at RHU clinics in Uganda  2018
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Connect Through Life

Reproductive health project at RHU clinics in Uganda (JTF project)

5/5

〇2018年8月24日 Fri. Kick Offイベントの開催

〇参加者はウガンダ保健大臣、在ウ日本大使、WHO  Dr. Pittet、 SMU北條ＭＤ
〇JTFプロジェクトは外務省予算を活用したプロジェクトであるため、大使館、保健省
など認知が広くされる可能性が高い

Lactoferrin Lab. Safe Motherhood project at RHU clinics in Uganda  2018
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Connect Through Life

Lactoferrin Lab. Safe Motherhood project at RHU clinics in Uganda  2018

RHU対象クリニック Luwero, Apac, Gulu, Liraの医療従事者たちに
アルコール手指消毒剤を寄贈
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SARAYA  Safe Motherhood Project


